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まちづくりWSの開催風景
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や
ア
イ
デ
ア
等
を
基
に
整
理
し
て
き
ま
し
た
。
全
５
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
た
ワ
ー
ク
シ
ヨ
シ
プ
（
ｗ
皇
も
、
今
回
が
最
終
回

め
の
構
想
書
の
基
本
と
な
る
『
小
川
駅
前
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
（
提
案
蓋
』
を
、
地
域
住
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見

回WS
不
平
市
）
へ
提
案
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

小
平
市
で
は
、
「
小
平
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
平
成
十
九
年
一
一
一
月
）
」
を
補
完
し
、
具
体
的
な
整
備
を
進
め
て
い
く
た

小平市へ提案

室
宮
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

小
川
認
誌
癖
辺
稚
匡
圭
毒
づ
く
つ
ど
ジ
ョ
ン

地
域
住
民
、
事
業
者
、
行
政
等
の
役
割
を
瞬
確
に

『
ま
ち
づ
く
り
瞳
ジ
ョ
ン
（
提
案
害
室
の
今
謹
に
向
瞳
て

まちづくりWSの開催風景

に

を
考
え
、
話
し
合
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
６
時
よ
り
、
小
川
西
町
中
宿

め
と
す
る
メ
ン
バ
ー
（
Ⅳ
名
）
が

地
域
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
積
極
酌
に
取
り
組
む
べ
き
事
柄

民
や
事
業
者
等
が
主
体
的
あ
る
い

の
あ
っ
た
内
容
に
対
し
、
地
域
住

の
両
面
か
ら
多
岐
に
わ
た
り
提
案

当
脚
は
、
地
元
自
治
会
を
は
じ

第
５
回
Ｗ
Ｓ
は
、
２
月
焔
日
、

Ｗ
Ｓ
で
は
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

、二-画---_-----画一＝一一一

第5号

懇談会で協議

一

鰯
司
働

識i瀦鐘鴬蕊識篭 Z月13日(水）
9

｛ 盟
司
一

皆さんが感じる『まちの課題｣さがし
》
－
１
１
；

一
一

雷
一一

一
び

垂
》

言
》

一
一
ぶ

一
議

〒187-8701

小平市小IllIII2-1333
電話042-346-9592

歩き寺子
両己圭一上廻り毎二J里守

一三

二F感息望S曇涙

3月1s白く宝）
中画一蝿

決の｢理想的な姿と改善方策』の検討①I
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課題解決の｢理想的な姿と改善方策｣の検討②！
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｢まちづくりビジョン(提案書たたき台)を確認しています。

小川駅前周辺地区まちづくりビジョン（提案書たたき台）の抜粋
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画
筆
５
回
Ｗ
Ｓ
の
結
果

☆
①
グ
ル
ー
プ

地
域
や
公
（
お
お
や
け
）
の
た
め
、

ま
た
福
祉
の
た
め
に
、
地
域
住
民
、

事
業
者
が
主
体
と
な
っ
て
、
ま
た

は
行
政
不
平
市
や
東
京
都
）
と
連

携
し
な
が
ら
、
各
種
の
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
必
要
性
に

つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

☆
②
グ
ル
ー
プ

施
策
等
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、

直
接
墨
利
害
を
受
け
る
人
や
地
域

の
代
表
者
等
に
、
構
想
や
計
画
の

策
定
段
階
か
ら
参
加
し
て
も
ら
う
「
し

く
み
」
の
必
要
性
に
つ
い
て
話
さ
、

灘
撚鱗

ざ；
・
一
“
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最後のWSということもあり、それぞれのグループで熱の入った
意 見 交 換 が 行 わ れ ま し た 。 ．
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i噺識I議鵜鶴謹謹鐙鑑識霧i：
地域住民等の役割に関する意見交換を行っています。

寧
駒
鰯

蕊
灘灘鼠

れ
ま
し
た
。

特
に
、
ベ
リ
テ
フ
リ
ー
の
整
備

に
関
し
て
は
、
そ
の
必
要
性
が
強

く
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま

し
た
◎

☆
③
グ
ル
Ｉ
プ

様
々
な
取
組
み
を
地
域
住
民

事
業
者
等
が
主
体
と
な
っ
て
進
め

て
い
く
一
一
と
は
重
要
で
あ
る
が
、

地
域
が
ま
と
ま
る
「
き
っ
か
け
」

と
し
て
の
「
場
令
鍵
云
」
の
殻
喜
、

行
政
に
支
援
し
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
計
画
つ
く
り
等
に
参
加
し
、

出
し
た
意
見
に
対
す
る
見
通
し
濡

果
）
が
明
ら
か
に
な
る
仕
組
み
を
整

え
る
必
要
性
に
つ
い
て
も
話
さ
れ

ま
し
た
。

☆
④
グ
ル
ー
プ

行
政
と
地
域
住
民
、
事
業
者
等

と
で
は
、
で
き
る
こ
と
が
異
な
る

た
め
、
行
政
は
主
に
ハ
ー
ド
整
備

を
進
め
、
一
方
、
地
域
住
民
、
事

業
者
等
は
主
に
に
ぎ
わ
い
の
創
出

や
美
化
活
動
等
の
ソ
フ
ト
施
策
を

進
め
な
が
ら
、
両
者
が
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
必
要
性

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

■
意
見
“
感
謹
を
募
集
し
ま
し
た

第
５
回
Ｗ
Ｓ
で
確
認
さ
れ
た
「
提

案
書
た
た
き
台
」
は
、
３
月
上
旬

に
地
区
内
に
配
布
し
、
ご
意
見
を

募
集
し
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
ご

意
見
等
を
《
３
月
下
旬
開
催
予
定

の
ま
ち
づ
く
り
懇
謹
定
諮
り
、
霞

ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
（
提
案
書
ご

と
し
て
と
り
ま
と
め
、
小
平
市
へ

提
案
さ
れ
ま
す
。

■
今
後
に
つ
い
て

来
年
度
、
小
平
市
は
、
提
案
書
を

基
に
、
庁
内
で
検
討
調
整
し
、
示

川
駅
前
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
と
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。
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